






























2024.1.23.  相談事例 

№ 相談者 主訴 相談内容 

1 

本人と母親 
病院の先生からボランティア

を勧められたのでやってみよ

うかと思っている 

A さん（26歳）は、中学校でいじめにあった経験からトラウマを抱えており、現在も定期的に精神科クリニ

ックに通っている。中学卒業後は家に閉じこもりがちで就職はしていない。主治医から「社会に出るための

リハビリだと思ってボランティアでもしてみたらどうかな」と言われて相談に来た。家では家事や身の周り

の世話は母がやっているようだ。母は「このままだとずっと引きこもりになってしまうから、少しでも外に

出て、できればゆくゆくは就職もしてほしいと思っている」と話している。 

2 

本人の妻 

 

夫に地域でボランティア活動

をしてほしい 

Bさん（67歳男性）は、1年前に会社を退職後、しばらくは相談者の妻と一緒に旅行したり自宅で趣味の読

書などで楽しく過ごしていたが、最近は外出しなくなり、ほとんど家から出なくなった。家でも黙っている

ことが多く、夫婦間の会話も少ない。妻は、「このままだと心配なので、ボランティア活動でも始めたら友達

が増えるのではないかと思って相談に来た。」と話している。 

3 

大学２年生 
就職に役に立つようなボラン

ティア活動をしたい 

C さんは、大学のキャリアセンターのセミナーで、これからは学生の時にどれだけいろんな経験をしたかが

就職のときにも問われるという話をきいた。どうせやるならボランティアは前から少し興味もあったし人の

役にも立てると思い相談に来た。「施設とかで寂しく暮らしているお年寄りを励ましたり、貧困なこどもたち

とか、困っている人を助けて、就職活動でもアピールできるようなボランティアがしたい。」と話している。 

4 

入社2年目の 

社会人 

 

被災地の災害ボランティア 

センターでやりがいのある 

ボランティアをしたい 

Ｄさんは、テレビで地震の被災地の状況を見て、会社の先輩たちと一緒になにかできることをしようという

ことになり、自分が代表でインターネットから事前登録をして 2 時間かけて現地に来た。「初めてこういう

活動をするが、待たされ過ぎてて時間がもったいないから早く現場に行かせてほしい。それに、瓦礫の片付

けとかではなくもっとやりがいのある活動はないのか。」と不満げに受付にやってきて話した。 

5 

ケアマネジャー 
利用者の代わりにごみ置き場

の掃除に出てくれる人はいな

いだろうか 

Ｅさん（70歳でひとり暮らし）の担当をしているケアマネージャーからの相談。Ｅさんの住む地域では、月

1 回町内会でごみ置き場の掃除当番が回ってくるが、最近足も動きづらくなってきていて、役目を果たすの

は厳しいと感じている。Eさん自身は責任感も強く、無理してでもやらないといけないと思っている。「Ｅさ

んにはまだ伝えていないが、誰か代わりに掃除をしてくれるボランティアはいませんか。」と話している。 

 


